


長野県ＰＴＡ憲章の解説

　この長野県ＰＴＡ憲章は、教育において、家庭と学校と地域が果たす役割に思いをめぐらせ、

保護者と教職員が学び合い、しっかりとスクラムを組み、厚い信頼関係を基盤に子どもたちを

育んでいこうとするＰＴＡの理念を尊重しています。

　その上で「ＰＴＡの機会を大切に受け止めよう」「ＰＴＡ活動の目的をしっかり確認しよう」

「社会全体で子どもたちを育もうとする気運の中、ＰＴＡに期待される役割を果たしていこう」

という３つの視点から、会員一人ひとりの心がけを示しました。

実践しよう！子育てのありたい姿

　長野県ＰＴＡ憲章に示されたＰＴＡ会員の姿勢を土台として、子育てのありたい姿に思いを馳せ、以下を参考に

それぞれの家庭と学校と地域の具体的な取り組みを話し合い、実践していきましょう。

【家庭で子どもと向き合おう】

　●子どもと会話する時間を確保しましょう。

　●子どもの話を丁寧に聴きましょう。

　●家族みんなで食卓を囲みましょう。

　●インターネットの適正な利用を家族で相談しましょう。

　◎ＰＴＡでの学びを家庭で実践しましょう。

　　＜我が家の取り組みを考えてみましょう＞

【学校で学び合おう】

　●ＰＴＡ行事、ＰＴＡ研修、学級懇談会に参加しましょう。

　●教育環境の充実をはかりましょう。

　●学校での子どもの様子に関心を持ちましょう。

　●ＰＴＡ活動を通じて懇親を深めましょう。

　◎ＰＴＡでの学びを学級全体・学校全体で実践しましょう。

＜学級ＰＴＡ・単位ＰＴＡでの取り組みを考えてみましょう＞

【地域ぐるみで育もう】

　●地域の皆さんと協力して、登下校の安全を確保しましょう。

　●地域行事に子どもと一緒に参加しましょう。

　●郷土の文化や自然を継承していきましょう。

　●地域社会で活躍する大人の背中を見せましょう。

　◎ＰＴＡでの学びを地域で実践しましょう。

＜地区ＰＴＡでの取り組みを考えてみましょう＞

長野県ＰＴＡ憲章の使い方について
　長野県ＰＴＡ憲章は、長野県ＰＴＡ連合会結成６０周年にあたり「親のゆびきりげんまん」
の表題により、主に保護者の行動目標として制定されました。
　変貌し続ける社会情勢を背景に長野県ＰＴＡ連合会は、平成２５年度から平成２７年度に
かけて、その取り組みを見つめ直し、平成２８年度末に教職員の視点を強化して、長野県
ＰＴＡ憲章を全面改訂しました。
  会員の皆様方におかれましては「子どもの未来づくり５か条」や「私たちの信州育み宣言」
を含めて、学級懇談会やＰＴＡ研修会などで唱和や議論をしていただき、郡市ＰＴＡや単位
ＰＴＡの活動方針の参考にしていただけると幸いです。
　また、この長野県ＰＴＡ憲章を土台として、家庭、学校、地域において、具体的な取り組み
についてご検討いただき、一緒に実践して参りましょう！
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